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ありがとう・・・

　

母危篤
　　その知らせは突然きました。１月４日の夕方のこ

とです。小学生と今年初めての塾で、笑い転げて

いた僕はその電話でおかしくなりました。

　頭では覚悟できていた筈でした。母はもう９３歳

なのですから、いつ何があってもおかしくない・・・そ

れは分かっていたことでした。でも、現実に「熱が高

く、最高血圧が７０を切り、意識がありません。救急

隊が病院を探しています。見つかり次第連絡しま

す」という電話が来ると、動揺している自分がいまし

た。中学生の子達には申し訳なかったのですが、

その夜の塾をお休みにして、兄と二人で車で母さ

んが運ばれた病院に行きました。その途中、「急い

で！危険な状態です！」と電話があり、本当にダッ

シュで病院に駆け込みました。先生からは「非常に

重篤な状態です。延命措置はどうされますか？」

と聞かれました。

　僕は2秒程間を置いて、「延命措置は結構です。

母もそれを望んでいません」と答えていました。先

生は「血圧を上げる薬以外は、特別には何もしま

せん。」と言いました。こんな風に母さんの人生は

終わってしまうんだ・・・僕は病院の廊下で呆然とし

ていました。その時の心境を僕はｆａｃｅｂｏｏｋに書

いています。

「母さんが救急車で運ばれ、病院の待合室で呆然

としています。９３歳です。十分頑張ったと思うので

すが、お母さんがいなくなるかも知れないという恐

怖は想像以上です。お父さん、もう少し待って！も

う一度、お母さんと話が話がしたいんだ。お母さん

に”ありがとう”っていいたいんだ。」僕はｆａｃｅｂｏｏｋ

にそう書きました。すると、「祈っています！」「手を

握って」「声を掛けて！」という沢山のメッセージが

届きました。僕は廊下で独り泣きました。母さんに

どうしても「ありがとう」って伝えたくて・・・。そして母

さんや僕を心配してくれた教え子達や友達に「あり

がとう」と感謝の気持ちで一杯になって・・・・・その

日から10日以上経ちました。母さんは多くの方が

送ってくれた「元気玉」と「大正女のど根性」で復活

しつつあります。2018年の最初の議会報告は全て

書き換えました。何ひとつ議会と関係あることは書

いてません。どうか、許してください。僕にとって、そ

れくらい大きな出来事だったのです。

　

　ひだり上の写真が母さんの姉妹です。左が妹の

礼子おばちゃん。右が姉の信子おばちゃん。真ん

中が母さん。本当に仲のいい姉妹でした。右上の

写真もそうですが、母さんの写真は笑顔が多いで

す。僕はずっとこの笑顔に育てられてきたのです。

「母危篤」の時、僕が母さんに伝えたかったこと、そ

れは・・・

”お母さん、僕を生んでくれてありがとう。”

”お母さん、僕のお母さんでいてくれてありがとう。”

”お母さん、僕はお母さんの子で幸せでした。本当

にありがとう。”という言葉でした。

僕の祖母はお寺の娘でした。そのお祖母ちゃんに

育てられた母さんに育てられたので、僕も弱いもの

虐めができない子になりました。そして生き物を殺

せない子になりました。ゴミ箱以外にゴミを捨てられ

ない子になりました。僕は超悪ガキでしたが、お母

さんだけには嫌われたくなかったのです。

　父さんも母さんも「職業に貴賎はない」とよく言っ

てました。「どんな仕事も立派なのよ」「人を外見で

見てはいけないのよ」学歴で人を見てはいけないこ

とは、父さんと母さん自身が証明してくれました。

　父さんは大学を中退していたし、母さんは小学校

しか出ていなかったからです。そんな母さんがテレ

ビに出たときの写真が右上です。この時の対談の

相手は田中角栄でした。当時、自民党の幹事長だ

った田中角栄との対談で堂々と話している母さん

の姿はとても眩しく見えました。

　僕は「勉強しなさい！」と言われたことが一度もあ

りません。「勉強できることは幸せなこと」それが口

癖だった母さんに育てられて、本当に幸せでした。
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